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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
　（Ａ）Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩　酸として２質量％以上１０質量％以下、
　（Ｂ）両性界面活性剤　０．２質量％以上３質量％以下、
　（Ｃ）グリセリン　５質量％以上２８質量％以下、及び
　（Ｄ）数平均分子量が１５００～２００００のポリエチレングリコール２質量％以上８
質量％以下
を含有し、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の含有量の質量比（（Ｂ）／（Ａ））が０．０５以上
１．５以下であり、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）の含有量の合計が１０質量％以上３０質量％
以下であり、かつ２５℃における粘度が１～２０ｍＰａ・ｓであるノンガスフォーマー容
器入り液体洗浄剤。
【請求項２】
　成分（Ａ）が、Ｎ－アシル酸性アミノ酸又はその塩である請求項１に記載のノンガスフ
ォーマー容器入り液体洗浄剤。
【請求項３】
　成分（Ａ）のアシル基が、ラウリン酸、ミリスチン酸、ヤシ油脂肪酸及びパーム核脂肪
酸から選ばれる１種又は２種以上の脂肪酸を由来とする請求項１又は２に記載のノンガス
フォーマー容器入り液体洗浄剤。
【請求項４】
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　成分（Ａ）のアミノ酸部分が、グルタミン酸及びアスパラギン酸から選ばれる１種又は
２種である請求項１～３のいずれか１項に記載のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤
。
【請求項５】
　成分（Ｂ）が、炭素数８～１４のアルキル基を有するアルキルアミドプロピルベタイン
、アルキルスルホベタイン及びアルキルヒドロキシスルホベタインから選ばれる１種又は
２種以上である請求項１～４のいずれか１項に記載のノンガスフォーマー容器入り液体洗
浄剤。
【請求項６】
　成分（Ｂ）が、ラウリルヒドロキシスルホベタインである請求項１～５のいずれか１項
に記載のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
【請求項７】
　さらに（Ｅ）炭素数８～１２の直鎖又は分岐鎖のアルキル基を有するグリセリルエーテ
ル　０．１質量％以上１．５質量％以下含有する請求項１～６のいずれか１項に記載のノ
ンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　身体洗浄料等の皮膚の洗浄に用いる洗浄剤は、近年、皮膚に対する刺激性が低くかつ、
良好な泡質、使用感等が求められている。Ｎ－アシル酸性アミノ酸塩は、皮膚刺激性が低
いアニオン性界面活性剤であるが、脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩又はポリオキシエ
チレンアルキル硫酸塩等のその他のアニオン性界面活性剤に比べて泡質や使用感に改善の
余地があり、これまでにもかかるＮ－アシル酸性アミノ酸塩を用いた洗浄剤が種々開発さ
れている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、２～３０質量％のアシルグルタミン酸系界面活性剤と、グリ
セリン等の水和発熱性物質とを併用した洗浄剤が開示されており、塗布時に水を加えるこ
とで皮膚に温感を与えつつ泡立ちの改善を図っている。また、特許文献２には、アシルア
ミノ酸のアルカノールアミン塩３～３０質量％に特定の多価アルコール３～２０質量％と
増粘剤とを併用し、優れた泡質と良好な使用感をもたらす洗浄剤を得ている。
【０００４】
　一方、特許文献３には、Ｎ－アシルアミノ酸系アニオン性活性剤を１～５質量％、両性
界面活性剤等を１～５質量％、及び多価アルコールを３０～５０質量％含有する洗浄剤が
開示されており、また特許文献４には、Ｎ－アシルアミノ酸型アニオン性界面活性剤と両
性界面活性剤とを特定の量比としつつ、特定の平均分子量のポリエチレングリコールを用
いた洗浄剤が開示されており、いずれも泡質の改善に加え、低温安定性等を高めることを
試みている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２９２５８４号公報
【特許文献２】特開２００４－１３７２４７号公報
【特許文献３】特開２０１０－５９２４７号公報
【特許文献４】特開２００９－１２０５４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、特許文献１に記載の洗浄剤は、グリセリンを大量に含有し、使用時に発
熱して温感をもたらすため、熱感となって皮膚刺激を生じさせるおそれがあるとともに、
取り扱いや廃棄等に制約がかかるというエアゾール特有の課題もある。また、特許文献２
に記載の洗浄剤は、泡のきめこまかさや弾力性を向上するものであるが、泡のひろがりや
すさや、洗いあがりの肌の柔らかな感触に課題がある。さらに、特許文献３に記載のよう
な洗浄剤であると、クリーミーな泡質で皮膚にしっとり感を与え得るものの、用いる多価
アルコールの種類やその組み合わせ、含有量に起因して泡のクリーミーさは依然として改
善の余地があり、泡の肌へのすべり性や伸びやすさが十分ではなく、また、容器からの泡
の吐出性が低下し、泡のキメの細かさが低下する等の泡質の低下のおそれもある。そして
さらに、特許文献４のような洗浄剤の場合であっても、Ｎ－アシルアミノ酸型アニオン性
界面活性剤と両性界面活性剤との量比に起因して、すすぎ時のぬるつき感の増大を招いて
使用感を高めるのが困難となる可能性がある。
【０００７】
　このように、Ｎ－アシル酸性アミノ酸を用いつつ様々な性能をもたらす洗浄剤が開発さ
れてはいるものの、ノンガスフォーマー容器から吐出させて用いる洗浄剤として、きめが
細かくクリーミーな泡でありながら、肌への泡すべりが良くて伸びやすい上に優れた吐出
性をも有し、すすぎ時のヌルツキが少なく、洗いあがりの皮膚を柔和にして使用感がよい
ものは、依然として実現されるに至っていない。
【０００８】
　したがって、本発明の課題は、きめが細かくクリーミーな泡でありながら泡の肌へのす
べりが良く、すすぎ時にヌルツキがない上に、洗いあがりの皮膚が柔和で良好な使用感を
もたらすとともに、良好な吐出性をも有するノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで本発明者らは、皮膚への刺激性を低減する観点から、Ｎ－アシルアミノ酸を含有
しつつ、優れた泡質と使用感、及び良好な吐出性をも兼ね備えたノンガスフォーマー容器
入り液体洗浄剤を開発すべく種々検討したところ、Ｎ－アシルアミノ酸、両性界面活性剤
、グリセリン及び特定の数平均分子量のポリエチレングリコールを特定の含有量及び合計
量並びに特定の比率で用いつつ、粘度を特定の範囲内に調整することにより、高性能な泡
を実現して、洗いあがりの皮膚にも良好な使用感をもたらすとともに、吐出性にも優れる
液体洗浄剤が得られることを見出した。
【００１０】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
　（Ａ）Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩　酸として２～１０質量％、
　（Ｂ）両性界面活性剤　０．２～３質量％、
　（Ｃ）グリセリン　５～２８質量％、及び
　（Ｄ）数平均分子量が１５００～２００００のポリエチレングリコール　２～８質量％
を含有し、成分（Ａ）の酸としての含有量と成分（Ｂ）の含有量の質量比（（Ｂ）／（Ａ
））が０．０５～１．５であり、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）の含有量の合計が１０～３０質
量％であり、かつ２５℃における粘度が１～２０ｍＰａ・ｓであるノンガスフォーマー容
器入り液体洗浄剤を提供するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、皮膚への刺激性が低減されるだけでなく、きめが細かくクリーミーな
泡質でありながら肌への泡の伸びも良好であり、すすぎ時にヌルツキがない上に、洗いあ
がりの皮膚が柔和で良好な使用感をもたらすとともに、吐出性にも優れ、ノンガスフォー
マー容器から容易に押し出すことができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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　以下、本発明について詳細に説明する。
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩（
Ａ）を酸として２～１０質量％含有する。かかる成分（Ａ）を特定の量で含有することに
より、良好な泡立ちと洗浄力を実現することができる。Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩（
Ａ）のアシル基は、泡立ち等の観点から炭素数８～１８の飽和又は不飽和の直鎖又は分岐
鎖を有する脂肪酸を由来としたものが好ましく、炭素数８～１６の飽和又は不飽和の直鎖
又は分岐鎖を有する脂肪酸を由来としたものがより好ましく、炭素数８～１４の飽和又は
不飽和の直鎖又は分岐鎖を有する脂肪酸を由来としたものがさらに好ましい。このような
脂肪酸としては、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、
ステアリン酸、オレイン酸等が挙げられる。これら脂肪酸のなかでも、泡質や保存安定性
の点から、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、オレイン酸が好ましく、ラウリン
酸がより好ましい。また、Ｎ－アシルアミノ酸のアシル基は、上記の脂肪酸の混合脂肪酸
を由来としたもの、例えば、ヤシ油、パーム核油などを原料にして得られたものであって
もよい。なかでも、ヤシ油脂肪酸やパーム核脂肪酸を原料にして得られたものが好ましく
、ヤシ油脂肪酸を原料にして得られたものがより好ましい。
【００１３】
　Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩（Ａ）のアミノ酸部分は、泡の肌へのすべりが良好な良
質な泡質、及び洗い上がりの皮膚が柔和でしっとりした良好な使用感の観点から、グリシ
ン、アラニンから選ばれる中性アミノ酸、及びグルタミン酸、アスパラギン酸から選ばれ
る酸性アミノ酸が好ましく、酸性アミノ酸がより好ましく、グルタミン酸がさらに好まし
い。また、これらのアミノ酸部分はＤ体、Ｌ体或いはＤ体とＬ体の混合物のいずれであっ
てもよく、Ｌ体であるのが好ましい。
【００１４】
　上記Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩（Ａ）は、１種単独で用いてもよく、２種以上組み
合わせて用いてもよい。なかでも、泡の肌へのすべりがよくて伸びやすい良質な泡質と洗
い上がりの皮膚の柔和でしっとりした良好な使用感の観点から、Ｎ－ラウロイルグルタミ
ン酸、Ｎ－ミリストイルグルタミン酸、Ｎ－ココイルグルタミン酸、Ｎ－パーム脂肪酸グ
ルタミン酸、Ｎ－ラウロイルアスパラギン酸、Ｎ－ココイルグリシン、Ｎ－ココイルアラ
ニン又はこれらの塩が好ましく、Ｎ－ラウロイルグルタミン酸、Ｎ－ミリストイルグルタ
ミン酸、Ｎ－ココイルグルタミン酸、Ｎ－パーム脂肪酸グルタミン酸、Ｎ－ラウロイルア
スパラギン酸、Ｎ－ココイルグリシン又はこれらの塩がより好ましく、Ｎ－ラウロイルグ
ルタミン酸、Ｎ－ミリストイルグルタミン酸、Ｎ－ココイルグルタミン酸、Ｎ－ラウロイ
ルアスパラギン酸又はこれらの塩がより好ましく、Ｎ－ココイルグルタミン酸、Ｎ－ラウ
ロイルアスパラギン酸又はこれらの塩がさらに好ましく、Ｎ－ココイルグルタミン酸又は
その塩がよりさらに好ましい。
【００１５】
上記Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩（Ａ）の塩としては、泡立ちや泡質を確保する観点か
ら、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属塩；カルシウム、マグネシウム等のアルカリ
土類金属塩；アルミニウム、亜鉛等の他の無機塩；アンモニウム塩；モノエタノールアミ
ン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、ＡＭＰ（２－アミノ－２－メチル－１
－プロパノール）、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３-プロパンジオール等の
有機アミン塩；アルギニン、リジン、ヒスチジン、オルニチン等の塩基性アミノ酸塩等の
他の有機塩が挙げられる。Ｎ-アシルアミノ酸又はその塩（Ａ）の塩としては、皮膚への
刺激性や入手容易性から、アルカリ金属塩、トリエタノールアミン塩、アルギニン塩が好
ましく、ナトリウム塩、カリウム塩、トリエタノールアミン塩、アルギニン塩がより好ま
しく、ナトリウム塩、カリウム塩がさらに好ましく、ナトリウム塩がよりさらに好ましい
。
【００１６】
　また、Ｎ－アシルアミノ酸を配合する場合、塩基によって中和して用いる。中和する塩
基としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、モノエタノールアミン、トリエタノー
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ルアミン、ジエタノールアミン、アンモニア、ＡＭＰ（２-アミノ-２-メチル-１-プロパ
ノール）、２-アミノ-２-ヒドロキシメチル-１，３-プロパンジオール、リシン、アルギ
ニン、ヒスチジン、酢酸ナトリウム、酢酸カリウム等が挙げられ、泡立ちや泡質、皮膚刺
激性や入手容易性の点からナトリウム塩、カリウム塩、アルギニン塩、トリエタノールア
ミン塩になるように水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アルギニン、トリエタノールア
ミンから選ばれる塩基が好ましく、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムから選ばれる１種
又は２種の塩基がより好ましい。なお、液体洗浄剤のｐＨが最終的に所望の値になるよう
に、必要に応じて追加的に、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、トリエタノールアミン
、アンモニア、リシン、アルギニン、ヒスチジン等の一般的な各種塩基を用いてもよい。
また、いずれの場合においても、液体洗浄剤のｐＨを調整するため、さらに塩酸、硫酸、
リン酸、酢酸、クエン酸、リンゴ酸、乳酸、フマル酸、コハク酸等の一般的な各種酸を追
加的に用いてもよい。
【００１７】
　Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩（Ａ）の酸としての含有量は、優れた泡立ちと高い泡質
、及び洗いあがり後の良好な使用感とを得る観点から、本発明のノンガスフォーマー容器
入り液体洗浄剤中に、２質量％以上１０質量％以下であって、より好ましくは３質量％以
上であり、また好ましくは８質量％以下であり、より好ましくは６質量％以下である。Ｎ
－アシルアミノ酸又はその塩（Ａ）の酸としての含有量は、２～１０質量％であって、よ
り好ましくは２～８質量％であり、さらに好ましくは３～６質量％である。
【００１８】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、両性界面活性剤（Ｂ）を０．２質
量％以上３質量％以下含有する。かかる成分（Ｂ）を特定の量で含有し、後述する特定量
のグリセリン（Ｃ）と特定の数平均分子量を有するポリエチレングリコール（Ｄ）とを併
せて含有することで、クリーミーできめ細かい泡でありながら肌への泡すべりが良く、伸
びの良い良質な泡が得られ、すすぎ時のぬるつきを抑制し、かつ洗いあがりの肌の柔らか
い感触が得られる。かかる両性界面活性剤（Ｂ）としては、アルキルスルホベタイン、ア
ルキルヒドロキシスルホベタイン、アルキルカルボベタイン、アルキルアミドヒドロキシ
スルホベタイン、アルキルアミドアミン型ベタイン、アルキルイミダゾリン型ベタインか
ら選ばれる１種又は２種以上が好ましい。なかでも、泡の伸びのよい良質な泡を実現する
観点及び洗いあがりの肌が柔らかい良好な使用感を得る観点から、炭素数８～１４のアル
キル基を有するアルキルアミドプロピルベタイン、及びアルキルヒドロキシスルホベタイ
ンから選ばれる１種又は２種以上がより好ましく、アルキルヒドロキシスルホベタインが
さらに好ましく、ラウリルヒドロキシスルホベタインがよりさらに好ましい。
【００１９】
　両性界面活性剤（Ｂ）の含有量は、クリーミーできめ細かい泡でありながら、肌への泡
すべりがよく伸びのよい良質な泡が得られ、しかもすすぎ時のぬるつきが抑制された泡を
実現する観点から、本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤中に、０．２質量％
以上３質量％以下であって、好ましくは０．４質量％以上であり、より好ましくは１質量
％以上であり、泡質を良好にしながら洗いあがりのぬるつきをさらに抑制する観点から、
好ましくは２．５質量％以下であり、より好ましくは２．４質量％以下であり、さらに好
ましくは２質量％以下である。両性界面活性剤（Ｂ）の含有量は、泡質と、良好な洗いあ
がりの感触、すすぎ時のぬるつき抑制の両立の観点から、本発明のノンガスフォーマー容
器入り液体洗浄剤中に、好ましくは０．４～２．５質量％であり、より好ましくは１～２
．４質量％であり、さらに好ましくは１～２質量％である。
【００２０】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤において、優れた泡立ちと、クリーミ
ーで細かい泡質でありながら、泡すべりがよくて伸びがよい高い泡質とを兼ね備えつつ、
すすぎ時のぬるつきを効果的に抑制しながらも、洗いあがりの肌が柔らかい良好な使用感
を得る観点から、上記成分（Ａ）の酸としての含有量と成分（Ｂ）との含有量の質量比（
（Ｂ）／（Ａ））は、０．０５以上１．５以下であって、好ましくは０．０８以上であり
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、より好ましくは０．１５以上であり、さらに好ましくは０．２以上であり、泡質を良好
にしながら洗いあがりのぬるつきをさらに抑制する観点から、好ましくは１．１以下であ
り、より好ましくは０．５以下であり、さらに好ましくは０．４以下であり、よりさらに
好ましくは０．３５以下である。また、成分（Ａ）の酸としての含有量と成分（Ｂ）との
含有量の質量比（（Ｂ）／（Ａ））は、０．０５～１．５であって、好ましくは０．０８
～１．１であり、より好ましくは０．１５～０．５であり、さらに好ましくは０．２～０
．４であり、よりさらに好ましくは０．２～０．３５である。
【００２１】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、グリセリン（Ｃ）を５質量％以上
２８質量％以下含有する。かかる成分（Ｃ）を特定量の成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（
Ｄ）と共に特定の量で含有することにより、良好な粘度を付与して泡持ちを高めるととも
にクリーミーで泡すべりがよく、伸びのよい泡を実現し、洗いあがり時に肌が柔らかくし
っとりした良好な使用感をもたらすことができる。また、ノンガスフォーマー容器からの
吐出性を良好なものとすることができる。
【００２２】
　グリセリン（Ｃ）の含有量は、泡持ちを高めながら優れた泡質を付与する観点、及び洗
いあがりの肌が柔らかい良好なしっとり感、良好な吐出性を確保する観点から、本発明の
ノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤中に、５質量％以上２８質量％以下であって、好
ましくは１０質量％以上であり、より好ましくは１２質量％以上であり、２５質量％以下
が好ましく、２３．５質量％以下がより好ましい。また、グリセリン（Ｃ）の含有量は、
本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤中に、５～２８質量％であって、好まし
くは１０～２５質量％であり、より好ましくは１２～２３．５質量％である。
【００２３】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、ポリスチレンを標準としたＧＰＣ
法で、数平均分子量が１５００～２００００のポリエチレングリコール（Ｄ）を２質量％
以上８質量％以下含有する。かかる特定の数平均分子量を有するポリエチレングリコール
（Ｄ）を上記の量で含有することにより、ノンガスフォーマー容器により吐出された泡が
クリーミーできめが細かく保形性がありながら、泡すべりがよくて伸びのよい泡を実現す
ることができる。また、ノンガスフォーマー容器からの良好な吐出性を維持することがで
きる。成分（Ｄ）の数平均分子量は、このような良好な泡質と吐出性を兼ね備える観点か
ら、２０００以上が好ましく、２５００以上がより好ましく、３０００以上がさらに好ま
しく、１２０００以下が好ましく、１００００以下がより好ましく、９５００以下がさら
に好ましく、９０００以下がよりさらに好ましい。また、成分（Ｄ）の数平均分子量は、
好ましくは２０００～１２０００であり、より好ましくは２５００～１００００であり、
さらに好ましくは２５００～９５００であり、よりさらに好ましくは３０００～９０００
である。
【００２４】
　上記ポリエチレングリコール（Ｄ）の含有量は、ノンガスフォーマー容器により吐出さ
れた泡がクリーミーできめが細かく保形性のある良質な泡でありながら、泡すべりがよく
伸びがよい泡質と、洗いあがりの良好な使用感を保持する観点及び良好な吐出性を確保す
る観点から、本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤中に、２質量％以上８質量
％以下であって、好ましくは２．５質量％以上であり、好ましくは５質量％以下であり、
より好ましくは４．５質量％以下である。また、ポリエチレングリコール（Ｄ）の含有量
は、本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤中に２～８質量％であって、好まし
くは２～５質量％であり、より好ましくは２．５～４．５質量％である。
【００２５】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤において、ノンガスフォーマー容器に
より吐出された泡がクリーミーできめが細かく保形性のある良質な泡でありながら、泡が
固くなることを防止し、泡の伸びが良好な優れた泡質を付与する観点、洗浄後の柔らかな
肌の感触を得る観点、及びポンプの押圧が高くなりすぎることを防止して良好な吐出性を
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確保する観点から、上記成分（Ｃ）と成分（Ｄ）の含有量の合計は、本発明のノンガスフ
ォーマー容器入り液体洗浄剤中に、１０質量％以上３０質量％以下であって、好ましくは
１２質量％以上であり、より好ましくは１５質量％以上であり、好ましくは２７質量％以
下であり、より好ましくは２６質量％以下である。また、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）の含有
量の合計は、本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤中に、１０～３０質量％で
あって、好ましくは１２～２７質量％であり、より好ましくは１５～２６質量％である。
【００２６】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、さらに炭素数８～１２の直鎖又は
分岐鎖のアルキル基を有するグリセリルエーテル（Ｅ）を含有するのが好ましい。かかる
特定のグリセリルエーテル（Ｅ）を含有することにより、泡立ちと泡持ちをさらに高める
ことができる。かかる成分（Ｅ）は、泡立ちと泡持ちとを共に高める観点から、炭素数８
～１０の直鎖又は分岐鎖のアルキル基を有するのがより好ましく、炭素数８の直鎖又は分
岐鎖のアルキル基を有するものがさらに好ましく、分岐鎖のアルキル基を有するのがさら
に好ましい。
【００２７】
　上記グリセリルエーテル（Ｅ）の含有量は、泡立ちと泡持ちとをより効果的に高める観
点から、好ましくは０．１質量％以上１．５質量％以下であり、より好ましくは０．２質
量％以上であり、さらに好ましくは０．３質量％以上であり、より好ましくは１質量％以
下であり、さらに好ましくは０．７質量％以下である。
【００２８】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、水を媒体として上記成分を溶解又
は分散させた液体の形態であるのが好ましい。水としては、貯蔵安定性に影響を与えない
点から、蒸留水又はイオン交換水を用いるのがよい。かかる水含有量は、配合するイオン
交換水等の精製水のほか、配合する成分に含まれる水の含有量を含み、容器からの吐出性
や起泡性、良好な泡質の保持、及び貯蔵安定性の点から、本発明の液体洗浄剤中に、好ま
しくは４０質量％以上であり、より好ましくは４５質量％以上であり、さらに好ましくは
５５質量％以上であり、好ましくは８５質量％以下であり、より好ましくは８０質量％以
下であり、さらに好ましくは７５質量％以下であり、上記成分（Ａ）～（Ｄ）のほか、必
要に応じて含有させる他の成分の残部である。
【００２９】
　本発明の液体洗浄剤のｐＨは、成分（Ａ）の良好な泡立ちと皮膚への刺激性を低減する
観点から、ｐＨ４．５～９．５の範囲であるのが好ましく、ｐＨ４．５～８．５であり、
成分（Ａ）がＮ-アシル酸性アミノ酸又はその塩である場合にはｐＨ４．５～８．０の範
囲であるのが好ましく、ｐＨ５．０～７．５がより好ましく、ｐＨ５．５～６．５がさら
に好ましい。かかるｐＨは、液体洗浄剤１００ｍｌをビーカーに充填し、２５℃の恒温槽
内にて２５℃に調整した後に、ｐＨ測定用電極を３分間浸し測定することができる。
【００３０】
　本発明の液体洗浄剤は、アルキル硫酸エステル又はその塩、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル硫酸エステル又はその塩、脂肪酸塩等の成分（Ａ）以外の他のアニオン性界面
活性剤を本発明の効果を損なわない範囲で含有させることができる。本発明の液体洗浄剤
中における脂肪酸塩の含有量は、良好な吐出性、皮膚への刺激抑制、洗いあがりの柔らか
な肌感触の観点から、０．５質量％以下が好ましく、０．１質量％以下がより好ましく、
０．０１質量％以下がさらに好ましく、不可避的に混入される場合を除き含有しないこと
が好ましい。本発明の液体洗浄剤中におけるアルキル硫酸エステル又はその塩、及びポリ
オキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル又はその塩から選ばれるアニオン性界面活
性剤の含有量は、皮膚への刺激抑制の観点、泡質の観点から、本発明の成分（Ａ）の合計
の含有量より少ないことが好ましく、７質量％以下であることが好ましく、４質量％以下
であることがより好ましく、１質量％以下であることがより好ましい。なお、本発明の液
体洗浄剤は、アルキル硫酸エステル又はその塩、及びポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル硫酸エステル又はその塩から選ばれるアニオン性界面活性剤の含有量を０．３質量％以
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下としても、さらには０．１質量％以下としても良好な泡立ちと泡質を得ることができる
。
【００３１】
　さらに、本発明の液体洗浄剤は、上記成分のほか、通常の液体洗浄剤に用いられる成分
、例えば、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール等の上記成分（Ｃ）及び
成分（Ｄ）以外のアルコール類やポリオール類を本発明の効果を損なわない範囲で含有さ
せることができる。さらに、アルキルポリグリコシド、ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステル等の非イオン性界面活性剤；染料
等の着色剤；植物エキス類；防腐剤；キレート剤；ビタミン剤；グリチルレチン酸、グリ
チルリチン酸及びこれらの誘導体、アラントイン等の抗炎症剤；香料；紫外線吸収剤；酸
化防止剤等を本発明の効果を損なわない範囲で含有させることができる。
【００３２】
　本発明の液体洗浄剤は、アニオン性、非イオン性、又はカチオン性の高分子増粘剤を本
発明の効果を損なわない範囲で含有することができる。高分子増粘剤の含有量は、泡質を
良好にする観点から、本発明の液体洗浄剤中に、０．２質量％未満であることが好ましく
、０．１質量％未満であることがより好ましく、０．０１質量％以下であることがさらに
好ましく、実質的に高分子増粘剤を含有しないことが好ましい。これらの高分子増粘剤と
しては、カラギーナン、キサンタンガム、ゼラチン、グアーガム、セルロースガム、ベン
トナイト、カチオン化グアーガム、及びカチオン化セルロースから選ばれる１種以上が挙
げられる。
【００３３】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤の２５℃における粘度は、吐出した泡
の良好なキメの細かさと泡の保形性を確保する観点と良好な吐出性をも確保する観点から
、１～２０ｍＰａ・ｓであり、好ましくは２～１５ｍＰａ・ｓであり、より好ましくは３
～１３ｍＰａ・ｓであり、さらに好ましくは５～１１ｍＰａ・ｓである。なお、かかる粘
度は、２５℃にてブルックフィールド型粘度計（東機産業、ＴＶＢ－１０）により、ロー
ターはＮｏ．１、回転数６０ｒ／ｍｉｎで回転し、回転開始から６０秒後における粘度を
測定することにより得られる。
【００３４】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、上記各成分を用い、常法に従って
製造することができる。また、かかる液体洗浄剤は、皮膚洗浄用として用いるのが好まし
く、ハンドソープ、洗顔料、ボディーソープとして用いるのがより好ましい。本発明の液
体洗浄剤組成物は、一般的な皮膚洗浄方法によって皮膚を洗浄するために用いられる。洗
浄方法としては、手で洗う方法、コットンやナイロン等の化学繊維から成るスポンジ、タ
オル、たわし等を使って洗う方法があり、皮膚への刺激を低減する観点及び本発明品の泡
性能と使用感を効果的に発揮する観点から、直接手にとり、手で洗う方法のために用いら
れることが好ましい。また、本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、低刺激
性でありながら泡質、泡立ちが良好であり、洗いあがりの皮膚の柔らかな感触が得られる
ため、敏感肌、乾燥肌、混合肌及び角層の薄い乳幼児の肌から選ばれる皮膚の洗浄に好適
であり、敏感肌、乾燥肌、及び乳幼児の肌から選ばれる皮膚の洗浄により好適である。こ
こで、本発明における敏感肌とは、神経線維が表皮内、及び角層直下まで伸長しており、
感覚刺激を認知し易くなっている知覚過敏状態の肌をいう。具体的には、知覚神経が過敏
であるため僅かな外部刺激（温度、湿度、ホコリ、アレルゲン等）に対しても影響を受け
やすく、化粧品の使用や外部刺激により、ぴりぴり、チクチク、むずむず感といったよう
な感覚刺激を訴える肌を意味する。また、乳幼児は、乳児と幼児を意味し、乳児は生後０
日から満１歳未満の子供を意味し、幼児は１歳以上就学前の子供を意味し、本発明では５
歳以下の幼児により好適である。
【００３５】
　本発明のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤は、上記液体洗浄剤を泡で吐出するタ
イプのノンガスフォーマー容器に充填されてなる。成分（Ａ）のＮ－アシルアミノ酸又は
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その塩は、脂肪酸石鹸に比べると泡のクリーミーさ等にやや欠ける性質を有するが、かか
るノンガスフォーマー容器に充填してなる上記液体洗浄剤を容器から吐出した場合、吐出
性に優れるだけでなく、きめが細かく、クリーミーで肌への泡すべりがよくて伸びが良好
な泡質をもたらすとともに、脂肪酸石鹸のような洗いあがりの違和感がなく、洗いあがり
の皮膚を柔和な使用感にすることができる。ノンガス型の泡吐出容器としては、空気と混
合して泡として吐出できるものであればいずれのものでも用いることができるが、例えば
、ポンプヘッドを押すことで吐出するポンプフォーマー容器や胴体部分を押すことで吐出
するスクイズフォーマー容器が挙げられ、具体的には、株式会社吉野工業所製、大和製罐
製のフォーマー容器等が挙げられる。また、例えば、特開平７－３１５４６３、特開平８
－２３０９６１及び特開２００５－１９３９７２号公報等に記載されたフォーマー容器を
使用することもできる。なかでも、液体洗浄剤を使用する環境における利便性の観点から
、ポンプヘッドを押すことで吐出するポンプフォーマー容器が好ましく、泡質をさらに良
好にする観点から、吐出流路に多孔質膜フィルターを備えるものが好ましい。このような
多孔質膜フィルターは、さらにキメの細かく良好な泡質を得る観点から、１００～４００
メッシュのフィルターが好ましく、２００～４００メッシュのフィルターがより好ましく
、２００～３０５メッシュのフィルターがさらに好ましく、かかる多孔質フィルターを吐
出流路に１～３枚配置するものが好ましく、２枚配置するものがさらに好ましい。また、
ポンプフォーマー容器における液体洗浄剤と空気の混合比は、吐出される泡の密度（液体
洗浄剤の質量／空気の体積）が、良好な泡量と肌を洗いやすい泡質を得る観点から、好ま
しくは０．０３～０．１４ｇ／ｃｍ3であり、より好ましくは０．０５～０．１１ｇ／ｃ
ｍ3である。
【００３６】
　上述した本発明の実施態様に関し、さらに以下のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄
剤を開示する。
　［１］次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
　（Ａ）Ｎ－アシルアミノ酸又はその塩　酸として２質量％以上１０質量％以下、
　（Ｂ）両性界面活性剤　０．２質量％以上３質量％以下、
　（Ｃ）グリセリン　５質量％以上２８質量％以下、及び
　（Ｄ）数平均分子量が１５００～２００００のポリエチレングリコール２質量％以上８
質量％以下
を含有し、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の含有量の質量比（（Ｂ）／（Ａ））が０．０５以上
１．５以下であり、成分（Ｃ）と成分（Ｄ）の含有量の合計が１０質量％以上３０質量％
以下であり、かつ２５℃における粘度が１～２０ｍＰａ・ｓであるノンガスフォーマー容
器入り液体洗浄剤。
【００３７】
　［２］成分（Ａ）の含有量は、２質量％以上１０質量％以下であって、好ましくは３質
量％以上であり、好ましくは８質量％以下であり、より好ましくは６質量％以下である上
記［１］のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［３］成分（Ａ）は、好ましくは炭素数８～１８の飽和又は不飽和の直鎖又は分岐鎖を
有する脂肪酸を由来とするアシル基を有し、より好ましくは炭素数８～１６の飽和又は不
飽和の直鎖又は分岐鎖を有する脂肪酸を由来とするアシル基を有し、さらに好ましくは炭
素数８～１２の飽和又は不飽和の直鎖又は分岐鎖を有する脂肪酸を由来とするアシル基を
有する上記［１］又は［２］のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［４］成分（Ａ）は、Ｎ－ラウロイルグルタミン酸、Ｎ－ミリストイルグルタミン酸、
Ｎ－ココイルグルタミン酸、Ｎ－パーム脂肪酸グルタミン酸、Ｎ－ラウロイルアスパラギ
ン酸、Ｎ－ココイルグリシン、Ｎ－ココイルアラニン及びこれらの塩から選ばれる１種又
は２種以上であり、好ましくはＮ－ココイルグルタミン酸、Ｎ－ラウロイルアスパラギン
酸及びこれらの塩から選ばれる１種又は２種以上である上記［１］～［３］のいずれか１
のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［５］成分（Ａ）がＮ－アシル酸性アミノ酸又はその塩である上記［１］～［４］のい
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ずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
【００３８】
　［６］成分（Ｂ）の含有量は、０．２質量％以上３質量％以下であって、好ましくは０
．４質量％以上であり、より好ましくは１質量％以上であり、好ましくは２．５質量％以
下であり、より好ましくは２．４質量％以下であり、さらに好ましくは２質量％以下であ
る上記［１］～［５］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［７］成分（Ｂ）は、好ましくはアルキルスルホベタイン、アルキルヒドロキシスルホ
ベタイン、アルキルカルボベタイン、アルキルアミドヒドロキシスルホベタイン、アルキ
ルアミドアミン型ベタイン及びアルキルイミダゾリン型ベタインから選ばれる１種又は２
種以上であり、より好ましくは炭素数８～１４のアルキル基を有するアルキルスルホベタ
イン又はアルキルヒドロキシスルホベタインから選ばれる１種又は２種以上であり、さら
に好ましくはラウリルヒドロキシスルホベタインである上記［１］～［６］のいずれか１
のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［８］成分（Ａ）と成分（Ｂ）の含有量の質量比（（Ｂ）／（Ａ））は、０．０５以上
１．５以下であって、好ましくは０．０８以上であり、より好ましくは０．１５以上であ
り、さらに好ましくは０．２以上であり、好ましくは１．１以下であり、より好ましくは
０．５以下であり、さらに好ましくは０．４以下であり、よりさらに好ましくは０．３５
以下である上記［１］～［７］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
【００３９】
　［９］成分（Ｃ）の含有量は、５質量％以上２８質量％以下であって、好ましくは１０
質量％以上であり、より好ましくは１２質量％以上であり、好ましくは２５質量％以下で
あり、より好ましくは２３．５質量％以下である上記［１］～［８］のいずれか１のノン
ガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［１０］成分（Ｄ）の含有量は、２質量％以上８質量％以下であって、好ましくは２．
５質量％以上であり、好ましくは５質量％以下であり、より好ましくは４．５質量％以下
である上記［１］～［９］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［１１］成分（Ｄ）の数平均分子量は、１５００～２００００であって、好ましくは２
０００～１２０００であり、より好ましくは２５００～１００００であり、さらに好まし
くは２５００～９５００であり、よりさらに好ましくは３０００～９０００である上記［
１］～［１０］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［１２］成分（Ｃ）と成分（Ｄ）の含有量の合計は、１０質量％以上３０質量％以下で
あって、好ましくは１２質量％以上であり、より好ましくは１５質量％以上であり、好ま
しくは２７質量％以下であり、より好ましくは２６質量％以下である上記［１］～［１１
］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
【００４０】
　［１３］さらに（Ｅ）炭素数８～１２の直鎖又は分岐鎖のアルキル基を有するグリセリ
ルエーテルを０．１質量％以上１．５質量％以下含有する上記［１］～［１２］のいずれ
か１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［１４］成分（Ｅ）の含有量は、０．１質量％以上１．５質量％以下であって、好まし
くは０．２質量％以上であり、より好ましくは０．３質量％以上であり、好ましくは１質
量％以下であり、より好ましくは０．７質量％以下である上記［１３］のノンガスフォー
マー容器入り液体洗浄剤。
　［１５］水の含有量は、４０質量％以上８５質量％以下であり、好ましくは４５質量％
以上であり、より好ましくは５５質量％以上であり、好ましくは８０質量％以下であり、
より好ましくは７５質量％以下である上記［１］～［１４］のいずれか１のノンガスフォ
ーマー容器入り液体洗浄剤。
【００４１】
　［１６］２５℃における粘度は、１～２０ｍＰａ・ｓであって、好ましくは２～１５ｍ
Ｐａ・ｓであり、より好ましくは３～１３ｍＰａ・ｓであり、さらに好ましくは５～１１
ｍＰａ・ｓである上記［１］～［１４］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体
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洗浄剤。
　［１７］ｐＨが４．５～９．５であり、好ましくはｐＨ４．５～８．５である上記［１
］～［１６］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［１８］成分（Ａ）がＮ-アシル酸性アミノ酸又はその塩であって、ｐＨが４．５～８
．０であり、より好ましくは５．０～７．５であり、さらに好ましくは５．５～６．５で
ある上記［１］～［１６］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤。
　［１９］皮膚の洗浄のための上記［１］～［１８］のいずれか１のノンガスフォーマー
容器入り液体洗浄剤の使用。
　［２０］皮膚洗浄剤の製造のための上記［１］～［１８］のいずれか１のノンガスフォ
ーマー容器入り液体洗浄剤の使用。
　［２１］敏感肌、乾燥肌、混合肌、脂性肌及び乳幼児の肌から選ばれる皮膚の洗浄のた
めの上記［１］～［１８］のいずれか１のノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤の使用
。
　［２２］直接手にとり手で皮膚を洗浄するための上記［１］～［１８］のいずれか１の
ノンガスフォーマー容器入り液体洗浄剤の使用。
【実施例】
【００４２】
　以下、本発明について、実施例に基づき具体的に説明する。なお、表中に特に示さない
限り、各成分の含有量は質量％を示す。
【００４３】
　［実施例１～１８、比較例１～１０］
　表１～２に示す組成に従い、各液体洗浄剤を常法により製造し、下記の方法に従って粘
度及びｐＨを測定するとともに各評価を行った。結果を表１及び表２に示す。
なお、各液体洗浄剤の原料は以下を用いた。
　・ココイルグルタミン酸Ｎａ：商品名「アミソフトＣＳ－１１（Ｆ）、分子量３５９」
、味の素株式会社
　・ラウリルヒドロキシスルホベタイン液（３０％）：商品名「アンヒトール２０ＨＤ」
、花王株式会社
　・ラウリン酸アミドプロピルベタイン液（３０％）：商品名「アンヒトール２０ＡＢ」
、花王株式会社
　・グリセリン（１００％）、商品名「濃グリセリン」、花王株式会社
　・ポリエチレングリコール１００００：商品名「ＰＥＧ－１００００」、三洋化成工業
株式会社
　・ポリエチレングリコール６０００：商品名「ＰＥＧ＃６０００」、日油株式会社
　・ポリエチレングリコール４０００：商品名「ＰＥＧ－４０００Ｓ」、三洋化成工業株
式会社
　・ポリエチレングリコール６００：商品名「ＰＥＧ－６００　（－Ｇ）」、三洋化成工
業株式会社
　・２－エチルヘキシルグリセリルエーテル：花王株式会社
　・プロピレングリコール：旭硝子株式会社
【００４４】
　《粘度の測定》
　２５℃にてブルックフィールド型粘度計（東機産業、ＴＶＢ－１０）により測定した。
ローターはＮｏ．１のものを用い、回転数６０ｒ／ｍｉｎで回転し、回転開始から６０秒
後の粘度を求め、液体洗浄剤の粘度とした。
【００４５】
　《ｐＨの測定》
　得られた液体洗浄剤１００ｍｌをビーカーに充填し、２５℃の恒温槽内にて２５℃に調
整した。恒温に調整された試料にｐＨ測定用電極を３分間浸し、ｐＨを測定した。
【００４６】
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　《吐出性》
　得られた液体洗浄剤を、ポンプヘッドを押すことで吐出する吉野工業所社製ポンプフォ
ーマー容器（吐出流路に設けた多孔質膜フィルターのメッシュサイズは、２００メッシュ
1枚と３０５メッシュ１枚）に充填し、室温２５℃で２プッシュを吐出し（1プッシュの吐
出量約１ｇ、空気量約１３ｃｍ3）、２プッシュ目で吐出した泡の状態を以下の５段階の
基準で評価した。
【００４７】
　　Ａ：大きな気泡の混入がなく泡の大きさが均一に見えて、泡に保形性があってキメが
細かい。
　　Ｂ：わずかに大きな気泡の混入があるが、概ね泡の大きさが均一に見えて、泡に保形
性があってキメが細かい。
　　Ｃ：大きな気泡の混入があり、泡の大きさが一部不均一であるが、泡に保形性がある
。
　　Ｄ：大きな気泡の混入が多数あり、泡の大きさが不均一であり、泡の保形性が低く、
泡のキメが粗い。
【００４８】
　表１及び表２に示すように、成分（Ｄ）の含有量が８質量％以上の比較例３、成分（Ｃ
）と成分（Ｄ）の含有量の合計が３０質量％以上の比較例４及び５は、吐出した泡に大き
な気泡の混入があり泡が不均一に見えて、泡のきめが非常に粗く、泡の保形性がないこと
から、以下に記載する泡のクリーミーさ、泡の伸び、洗いあがりの肌の感触、及び洗浄時
のヌルツキについては、吐出性の評価がＡ～Ｃの液体洗浄剤について評価した。
【００４９】
　《泡のクリーミーさ、泡の伸びの良さ》
　吐出性がＡ～Ｃの液体洗浄剤について、専門パネラー５名により、泡のクリーミーさ、
泡の伸びの良さについて、次の使用方法により各１～５点で評価した。表１及び２に評価
の平均点を示す。
　使用方法は、室温２５℃、相対湿度４０％の部屋にて、実施例及び比較例の液体洗浄剤
を、ポンプヘッドを押すことで吐出する吉野工業所社製ポンプフォーマー容器（吐出流路
に設けた多孔質膜フィルターのメッシュサイズは、２００メッシュ1枚と３０５メッシュ1
枚）に充填し、２プッシュ分（1プッシュの吐出量約１ｍｌ、約１３ｃｍ3）を乾いた手の
平に吐出し、吐出された泡を用いて、手の平を両手で擦りながら手の平を約７秒間洗った
。その後、上水道水（２５℃）で十分濯ぎ、乾いたタオルでふき取った。
【００５０】
　（１）泡のクリーミーさの評価基準：泡がクリーミーな感じがする
　　５：とてもそう思う
　　４：そう思う
　　３：ややそう思う
　　２：あまりそう思わない
　　１：そう思わない
【００５１】
　（２）泡の伸びのよさの評価基準：泡の肌すべりがよく泡の肌への伸びがよい感じがす
る》
　　５：とてもそう思う
　　４：そう思う
　　３：ややそう思う
　　２：あまりそう思わない
　　１：そう思わない
【００５２】
　《すすぎ時のヌルツキのなさ、洗いあがりの肌のやわらかさ》
　さらに、専門パネラー５名により、すすぎ時のヌルツキのなさ、洗いあがりの肌のやわ
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点を示す。
　使用方法は、室温２５℃、相対湿度４０％の部屋にて、実施例及び比較例の液体洗浄剤
を、ポンプヘッドを押すことで吐出する吉野工業所社製ポンプフォーマー容器（吐出流路
に設けた多孔質膜フィルターのメッシュサイズは、２００メッシュ1枚と３０５メッシュ1
枚）に充填し、２プッシュ分（1プッシュの吐出量約１ｍｌ、約１３ｃｍ3）を手の平に吐
出し、吐出した泡を用いて洗顔した。その後、上水道水（２５℃）で十分濯ぎ、乾いたタ
オルでふき取った。
【００５３】
　（３）洗いあがりの肌のやわらかさの評価基準：洗いあがりの肌が柔らかい感じがする
　　５：とてもそう思う
　　４：そう思う
　　３：ややそう思う
　　２：あまりそう思わない
　　１：そう思わない
【００５４】
　（４）すすぎ時のヌルツキのなさの評価基準：すすぎ時に肌がヌルつかない
　　５：とてもそう思う
　　４：そう思う
　　３：ややそう思う
　　２：あまりそう思わない
　　１：そう思わない
【００５５】
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【００５６】
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【表２】

【００５７】
　表１及び２に示すように、実施例の液体洗浄剤は、比較例の液体洗浄剤に比して、きめ
が細かくクリーミーである高い泡質でありながら泡の伸びが良好であり、すすぎ時のヌル
つきが抑制されながら洗いあがりの良好な使用感をバランスよく発揮できることがわかる
。
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